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抽象絵画の成熟と在外作家
昭和20年(1 945)第2次世界大戦が日本の敗

戦によって終結してから､すでに半世紀の歳

月を経ました｡この間に社会情勢は目まぐる

しく変貌し､新しいさまざまな状況が次々と

生じては消え､また現に生じつつあります.

美術の世界もけっして例外ではなく､戦後日

本の現代美術ほど世界の美術思潮に影響され

つつ短期間にあいついで大きな変革をともな

った時代はなかったと言えます｡このことは

狭い日本だけに限られた現象ではなく､広く

欧米など国際的な美術の動向にも共通して見

られることですが､とくに1950年代後半以降

にその傾向は顕著にあらわれています｡

本展は高松市美術館のコレクションの中か

ら戦後日本の現代美術を中心に抽象絵画の日

本における成熟とヨーロッパやアメリカなど

の在外作家の展開を軸に構成し､新しい造形

思考によって多種多様な様相を示す戦後美術

菅井網,(.I,T芸チの遺産を慨軌､たしますo

阿部展也rLAKEJ (1970)

斎#兼重｢トロウッドJ(1973)

猪熊弦一郎｢CITY PLANNINGJ (1965)

■
催し物のお知らせ

ミュージアム･コンサ-ト

アルド&アンナ=三ネッラデュオコンサート
7月13日休)午後6時30分　入場料1,300円

次回の展覧会

ルーマニア国立美術館･フルケンタ｢ル国立博物館所蔵

16･-18世紀ヨーロッパ絵画展
8月5日出-9月3日旧)

第2期常設展のお知らせ

常設展示室1　　　　　常設展示室2

20世紀の巨匠たち一一一斉薯の系譜一一
6月24日仕)～9月3日(日)まで
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